第2期モデルエリア：万博の森の標準的な林分において、第1期モデルエリアと同様の施業を実施。
モデルエリアの施業内容と現状について
資料3－2
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自動的に生成された説明]当該林分の区域の約半分は常緑樹が優占する林分で、エリア内の落葉樹を残し、すべての常緑高木を伐採したことから、林分の半分程度がギャップとなった。伐採から２年半が経過し、落葉樹の樹冠がやや増大してきている。常緑樹に囲まれていた落葉樹の樹冠も多少広がり始めている。ギャップへの北摂産落葉小低木の補植と、落葉樹の実生木の保護を実施。
令和４年秋
（施業翌年）
令和４年秋
（施業翌年）
令和６年秋
令和６年秋
3－30－1（落葉樹樹冠率：施業前44%⇒施業直後99%⇒R6年度97%）
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3－13（落葉樹樹冠率：施業前11%⇒施業直後55%⇒R6年度70%）
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当該林分は常緑樹が優占していた。エリア内の落葉樹を残し、すべての常緑樹を伐採した。伐採から２年半が経過し、落葉樹の樹冠がやや増大してきているが、緑量のほとんどが胴吹きによるもので、樹形の回復には至っていない。ギャップへの北摂産の落葉小低木の補植と、落葉樹の実生木の保護を実施。
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第1期モデルエリア：「明るい落葉樹の森」に誘導することを想定し、万博の森の中でも特に落葉樹の本数が多い林分を選定。
第3期モデルエリア：万博の森の標準的な林分において、環境の激変を抑制するため3割間伐を実施。

当該林分は常緑樹が優占し、孤立した落葉樹が点在していた。エリア内の落葉樹は極力残し、樹冠が大きい常緑樹を連続させないように伐採した。伐採から半年経過後の樹冠のギャップ面積率は約
2０％程度になった。今後、ギャップ発生箇所の林床植生と、ギャップの閉塞状況を追跡調査する。ギャップへの北摂産の落葉小低木の補植と、落葉樹の実生木の保護を実施。

3－2（落葉樹樹冠率：施業前59%⇒施業直後100%⇒R6年度96%）
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落葉樹が優占する林分で、エリア内のすべての常緑高木を伐採。伐採から３年半経過後、林分を構成する高木の本数は変化していないが、ギャップ面積率が減少しており、徐々に閉塞が進んでいる。エリア外のアラカシが年々生長しており、落葉樹より樹冠の増大は早い。ギャップに北摂産の落葉小低木の苗木を補植。また、エリア内の落葉樹の実生木を保護している。
令和６年秋
3－3－2（落葉樹樹冠率：施業前17%⇒施業後23%）
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令和５年秋
（施業前）
令和３年秋
（施業翌年）
令和６年秋
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3－3－1（落葉樹樹冠率：施業前後100%⇒R6年度99%）
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※落葉樹樹冠率：樹冠面積のうち落葉樹の樹冠が占める割合
当該林分は常緑樹が優占し、落葉高木が孤立していた。この孤立した落葉樹の周囲の常緑樹を伐採し、落葉樹を取り囲むギャップを作った。伐採から半年経過後のギャップ面積率は33％となった。今後はギャップが発生した箇所の林床植生と、残された落葉樹の樹冠の発達状況を追跡調査する。ギャップへの北摂産の落葉小低木の補植と、落葉樹の実生木の保護を実施。
当該林分はクヌギが優占しており、伐採すべき常緑樹は存在しなかった。萌芽更新による里山施業を目指して試験的にクヌギ6本を伐採し、萌芽状況を追跡している。伐採から３年半で残したクヌギの樹冠が、伐採で開けたギャップに向けて広がり、ギャップが閉塞しつつある。補植は行わず、落葉樹の実生木を保護。
令和５年秋
（施業前）
令和６年秋
3－30－２（落葉樹樹冠率：施業前12%⇒施業後21%）
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令和３年秋
（施業翌年）
令和６年秋


3－2参考資料１
令和６年度　モデルエリアの樹冠の状況



第3期モデルエリア
第2期モデルエリア
第1期モデルエリア

モデルエリア3－2	モデルエリア3－13	モデルエリア3－3－2
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ギャップ面積率							　　 ギャップ面積率							　 ギャップ面積率
施業前：16％　⇒施業翌年：48％　⇒令和６年度：36％（３年半後）	　　 施業前：11％　⇒施業翌年：80％　⇒令和６年度：63％（２年半後）	　 施業前： 0％　⇒施業翌年（令和６年度）：19％（半年後）

モデルエリア3－3－1	モデルエリア3－30－1	モデルエリア3－30－2
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ギャップ面積率							　　 ギャップ面積率							　 ギャップ面積率
施業前：29％　⇒施業翌年：27％　⇒令和６年度：22％（３年半後）	　　 施業前： 7％　⇒施業翌年：47％　⇒令和６年度：43％（２年半後）	　 施業前： 1％　⇒施業翌年（令和６年度）：33％（半年後）
image14.wmf

image20.wmf

image3.wmf

image4.wmf

image30.wmf

image40.wmf

image5.png
Sl = G
~ —!E‘b'id.=' /o
— =

} ils

7 2

),





image6.wmf

image7.wmf

image60.wmf

image70.wmf

image8.wmf

image9.wmf

image80.wmf

image90.wmf

image10.wmf

image11.wmf

image100.wmf

image110.wmf

image12.wmf

image13.wmf

image120.wmf

image130.wmf

image14.png




image15.png




image16.png




image17.png




image18.png




image19.png




image1.wmf

image2.wmf

